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　In order to enroot the concept of social work in residential facilities, supporters need to give the social work 
meaning in terms of the function of the supportive relationship they build with users and the actions they take. 
Accordingly, I conducted a group interview survey on the support provided with the goal of clarifying the 
issues concerning the actual level of support, comparing this with the level of support expected in the maternal 
and child living support facilities.
　The results reveal that the supporters found it difficult to build relationships with users, the supportive 
relationship was not a strong one, and the support to assist supporters was insuﬃcient. In other words, to 
enable the provision of support through social work, ensuring that supporters have the expertise to build 
relationships and that supporters have the requisite resources at their disposal are important.
Key words
　Maternal and child living support facility, social work, supportive relationship, living place
Actual Level of Support at Maternal and Child Living Support Facilities and
the Expectations of Social Work: 








































































































































































































































A B C D E F
性別 女性 女性 女性 男性 女性 女性
年齢 50歳代 30歳代 40歳代 20代 30代 20代
勤続年数 15年 13年 1年 6年 8年 2年





















































































































出た後にわかってもらえればいい 日常の場に，誰かがいたり守らなければならないことがあったりすることは煩 わしいだろうと思う 
自分の意思で入った人もいるが周りに言われて入った人もいる 
面倒くさそうな顔されても，何度も何度も行かなくてはいけないのかな 
本当に嫌な人もいるが，嫌だといいながらも来てほしいと思う人もいる
ので見 極めが難しい 
支援者間のサ
ポートが不足
している 
担当制なので担当者にかかる負担も大きい 
関わりへの不
安を感じる 
若い職員がターゲットになりやすい 
成果がすぐに出ないので自信喪失になる 親しくなった途端に応答がなくなった原因がわからずモヤモヤした 
支援者間に認 
識のズレがあ 
る
異職種間では考え方の違いからわかり合えない 突然当たられたときはびっくりした 
関わりがとりにくい状況にあることを，職員間で理解されていないと辛 
い
無力感やジレ 
ンマを感じる 
許容範囲を超えると受容することは難しい 
支援者間で協 
働する 
話し合って意図的にこうしようと決まったことは協力してもらう 日常的な関わりで意識を変えることは難しく無力感を感じる 
意図的に関わったことは話したり記録する 一緒にいない方がいい親子もいる点ではジレンマはある 
対応について他職種と話し合う 
利用者を捉え 
なおす 
「そういう人だから」と捉えることが，その人の生き方を尊重すること
につな がる
関わりを拒絶する人を「そういう人だから」と捉えることで職員を守る 
相性が合わない職員の関わりが利用者を苦しめてはいけないという判断
から，他の職員がフォローする
今はいかなくていいとフォローされ楽になった 
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して，施設Ⅰ，Ⅱの重要カテゴリーを各Ⅰ，Ⅱ，重要アイテム
を各Ⅰ，Ⅱとした。さらに，２施設合わせた16の「重要カテゴ
リー」を，３つの「視点」に分類し，図１と連動させる形で，図
２グループインタビューデータの結果図「母子生活支援施設にお
ける関係構築にみられる支援者の課題」（筆者作成）を作成した。
　以下，表３，図２を用いて，分析視点となる３つの「視点」
に基づいて分析結果と考察について述べる。
《　》は重要カテゴリー，〈　〉は重要アイテムとする
１）生活の場であればこそできる日常生活支援
《気にかけ，声かけする》《受容・共感し，自己肯定感の回復を
支える》《個別化する》
●　〈雑談から入り意図しないでやっている〉〈玄関スペースで
の日常的な声かけ〉〈アンテナをはって気にかける〉〈ちょ
っと違うなと思ったらそばにいくことが意図的〉〈非日常
的な状況時に居住スペースにいく〉〈いい時間にしてほし
いなと思いめげずに関わる〉など
●　〈受け入れながら関わり続けている〉〈否定しないで受け入
れる〉〈受け入れ，応えてくれる大人がいることを信じて
もらったり，知ってもらうために日常の会話と関わりが大
事〉など
●　〈面接で自分のことを考えていくことを支えている〉〈一人
で悩まずに何でも相談できると思えるように，そこまでし
なくてもいいという支援をする〉
　支援者は，日常生活支援において，日常的な声かけから，観
察によりサインを見逃さないように，常に《気にかけ，声かけ
する》ことにより，日常と異なる状況に陥った時には，介入す
る。なぜならば，利用者にとって，生活の場を，いい時間とす
るためには，繰り返し関わり続ける必要があるからである。そ
して，このように繰り返し提供される《受容・共感し，自己肯
定感の回復を支える》ことや《個別化する》支援により，利用
者は，特別に関わってくれる人や信頼できる人の存在を知るこ
とになる。
《協働する》《親子関係を調整する》
●　〈お母さんが見きれない部分は代行するが，お母さんがで
きる部分はできるように伝えていく〉など
●　〈子どもへの関わりで不足していることについて母親が考
えていけるように子どもの気持ちを代弁していく〉
　支援者は，子どもの最善を保障するために，日常生活支援を
通して，母親の力に応じて《協働する》。そして，子どもの気
持ちを代弁することにより《親子関係を調整する》。
《支援関係を構築する》
●　〈利用者がありがとうと言うようになる〉〈利用者の表情に
変化がみられる〉〈親しくなると話の内容が増える〉など
　支援者は，日常生活支援を通して，利用者の気持ちの表出や
表情の変化，また，対話の内容が増してくることにより，《支
援関係を構築する》ことができたと認識する。つまり，生活の
場であればこそできる日常生活支援と支援関係の構築は，一方
が促進されるともう一方も進むというように相互に影響する関
係にあるといえる。
２）ソーシャルワークの考え方を基盤とした総合的支援
《計画的に支援する》《関係を活用し，主体的に考え・行動でき
るようにする》《意図的にケアワークを行う》
●　〈アセスメントして自立支援計画を立てそれを行っていく〉
〈目標につなげていくことにソーシャルワークの意味があ
る〉など
●　〈ソーシャルワークとしては，本音やわがままを言ったり
考えたりできる関係をつくることだ〉〈退所後に継続相談
できるように，将来につながることを意識して関係を作っ
ていく〉など
●　〈その時々にしなければならないことがケアワーク〉〈草の
根的なところから一緒に苦労することがソーシャルワーク
につながる〉〈日常の支援をやる中で最善が見えてくるの
でその支援があってこそソーシャルワークがある〉〈見え
やすく踏み込んでいける環境にあるからこそ，ケアワーク
から入るという感覚が強い〉など
　支援者は，ソーシャルワークにつながることを意識して，ア
セスメント，目標，プランニングなど《計画的に支援する》過
程において，構築した《関係を活用し，主体的に考え・行動で
きるようにする》日常生活支援を行っている。そして，その時々
に一緒に苦労するケアワークが将来につながることを意識して，
《意図的にケアワークを行う》ことが必要だと感じている。
３）専門的対人援助スキル
《支援関係を構築することが難しい》  《関わりへの不安を感じ
る》《無力感やジレンマを感じる》
●　〈利用者がここの生活が嫌だと感じている〉〈精神的な病気
により親子で引きこもっている〉〈職員の個人差や利用者
の個性により相性の問題がある〉〈拒否や反発にあうと関
わりを求めていないと思う〉など
●　〈若い職員がターゲットになりやすい〉〈突然当たられたと
きはびっくりした〉など
●　〈許容範囲を超えると受容することは難しい〉〈日常的な関
わりで意識を変えることは難しく無力感を感じる〉など
　支援者は，利用者からの拒否的感情や状況がみられたり，支
援者自身の力量や利用者との相性の問題がみられると，《支援
関係を構築することが難しい》と感じる。とりわけ，ターゲッ
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トになった若い支援者は，《関わりへの不安を感じる》。また，
利用者の言動が，許容範囲を超えたり，意識に変化がみられな
かったりすると，《無力感やジレンマを感じる》ことがある。
このように利用者の状況や支援者の力量によっては，支援の基
盤となる支援関係を構築することが難しい場合もある。つまり，
専門的対人援助スキルの発現の徹底の課題をかかえる支援者が，
存在するのである。
《支援者間に認識のズレがある》《支援者間のサポートが不足し
ている》
●　〈異職種間では考え方の違いからわかり合えない〉〈関わり
がとりにくい状況にあることを，職員間で理解されていな
いと辛い〉
●　〈担当制なので担当者にかかる負担も大きい〉〈成果がすぐ
に出ないので自信喪失になる〉など
　考え方の相違や状況を理解されないという《支援者間に認識
のズレがある》と辛いと感じ，成果が出ないことによる自信喪
失や担当制による負担感があるという点では，《支援者間のサ
ポートが不足している》といえる。つまり，支援関係の構築に
悩む支援者を孤立させないためのサポート体制を強めることは
必要である。
《利用者を捉えなおす》《支援者間で協働する》
●　〈「そういう人だから」と捉えることが，その人の生き方を
尊重することにつながる〉〈関わりを拒絶する人を「そう
いう人だから」と捉えることで職員を守る〉〈相性が合わ
ない職員の関わりが利用者を苦しめてはいけないという判
断から，他の職員がフォローする〉など
●　〈話し合って意図的にこうしようと決まったことは協力し
てもらう〉〈意図的に関わったことは話したり記録する〉
など
　「そういう人だから」と《利用者を捉えなおす》つまり，支
援関係の構築を含む再アセスメントが，利用者を尊重すること
になる一方，支援者を守ることになる。また，支援内容を共有
するために，話し合いや記録の活用により，理解や協力を得ら
れる《支援者間で協働する》関係を構築する必要がある。
５．まとめ
　はじめに，母子生活支援施設におけるソーシャルワークの考
え方を基盤とした支援について，『母子生活支援施設運営指針』
（厚生労働省  2012）及び『母子生活支援施設ハンドブック』（厚
生労働省  2014a）をもとに３つの視点「生活の場であればこそ
できる日常生活支援」「ソーシャルワークの考え方を基盤とす
る総合的支援」「専門的対人援助スキル」から整理を行った。
その中で，アセスメント力と支援関係を構築しそれを活用する
力を発揮することが重要とされた点では，「専門的対人援助ス
キルの発現の徹底」が課題であることが明らかになった。それ
は，多くの情報を収集するためのコミュニケーション力と利用
者を肯定的に理解するための分析力，そして，利用者が主体的
に課題に取り組み続けることを支える力など，すなわち，専門
的スキルにほかならない。つまり，支援者が利用者をはじめと
する，施設内外の支援者と，コミュニケーションをとり，関係
の構築をはかる力をもつことが重要となる。ただし，母子生活
支援施設全体を見たときに，意欲的に取り組んでいる施設もあ
るが，多くは旧態依然としているという指摘もあり，求められ
る役割を全体的に果たし得るのか危惧するところである。
　次に，このことをふまえて，母子生活支援施設の支援者にグ
ループインタビュー調査を行いそのデータ分析を行った。その
結果，支援者の中には，利用者との間に関係を構築することを
難しいと感じている者もいて，支援関係が十分に構築されてい
ないこと，支援者を支えるサポートが不足していることが明ら
かになった。つまり，ソーシャルワークによる支援を可能にす
るためには，活用すべき支援関係を構築する専門的対人援助ス
キルの獲得と支援者へのサポートが課題であるといえる。
　特に，「昨日まで対話があった利用者が，今日，突然言動が
変化し，何もしていないのに怒鳴られた」など，利用者への対
応については，困惑している様子がうかがえた。その支援者の
困惑に，施設全体としてどのように寄り添い，支援することが
できるのかが課題だといえる。また，支援者が，自らの実践を
ソーシャルワークの考え方に基づいて意味付けすることに慣れ
ていないこともうかがえた。期待されるソーシャルワークの考
え方を基盤とした支援に近づけるためには，支援者が，実践を
振り返り，支援者及び利用者の言動の意味付けを丁寧に行うこ
とが重要である。
　なお，本研究の限界であるが，２施設，６名から得られた結
果からは，母子生活支援施設全体としての一般化には至ってい
ない。しかし，グループダイナミクスによる相互作用はみられ
たという点では，貴重なデータの一つとして，さらに研究を積
み上げていきたい。
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注
１）  「配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及び監護すべき児
童を入所させて、これらの者を保護するとともに、これらの者の自立
の促進のためにその生活を支援し、併せて退所した者について相談そ
の他の援助を行うことを目的とする施設とする。」（児童福祉法38条）と
規定されるとおり、「母親と子どもが共に生活し支援を受けることがで
きる唯一の児童福祉施設という特性」（厚生労働省2012，2014a）がある。
２）  DV、児童虐待、夫からの遺棄、夫の行方不明・拘置など」（厚生労働
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省2012，2014a）
３）  1997年児童福祉法改正で、母子寮から、母子生活支援施設へと名称が
変更された。
４）  1988年から実施された約束面接は，当初は母子支援員のうち１人だけ
が行っていたが，1989年ごろから，他の母子支援員も行うようになった。
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